
[韓国] 特許権侵害罪を親告罪から反意思不罰罪に変更 

改正前までは、特許権又は専用実施権の侵害罪に対しては、被害者の告訴がなければ公訴を提起することができない親告罪と規定されていた。 

したがって、特許権侵害による技術保護には限界があった。 

１． 特許法改正（2020年10月20日付公布） 

２．改正内容 

2020年12月7日 特許業務法人HARAKENZO 
 WORLD PATENT & TRADEMARK 

www.harakenzo.com/jpn/gaikoku_siryo 

06-6351-4384（代表) ☎ 

韓国支援室長  張 軫鉉 Click ! 

■改正前の第225条（侵害罪）
① 特許権又は専用実施権を侵害した者は 、７年以下の懲役又は１億ウォン以下の罰金に処する。
② 第１項の罪は 、告訴がなければ公訴を提起することができない。

■改正後の第225条（侵害罪）
① 現行と同様。
② 第１項の罪は 、被害者の明示的な意思に反して公訴を提起することができない。

今般の特許法の改正により、親告罪と規定されていた特許権又は専用実施権の侵害犯罪を、被害者が起訴を望まないという意思を明確に表明する場合にのみ起
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